
事業群評価調書（令和元年度実施）
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(１)

①

基準年 H28 H29 H30 R元 R2

目標値① ― ― ― ― ―

②／①
（達成率）

― ― ―

H29実績 H29目標 H29実績

H30実績 H30目標 H30実績

R元計画 R元目標

数値目標なし 7 ―

数値目標なし 13 ―

数値目標なし

数値目標なし ― ―

数値目標なし ― ―

数値目標なし

4

―

　全線フル規格の実現に向け、国等への要望活
動や情報収集、県内向けの広報・啓発活動を行っ
た。また、県内鉄道網の整備ならびに改善の促進
を図った。

活動
指標 要望活動（回）

●事業の成果
・与党PT検討委員会においては、フル
規格を中心に検討されていた。また、広
報活動等により、令和４年度の開業や
フル規格に対する気運が高まった。
●事業群の目標（指標達成）への寄与
・要望活動の結果、建設費増加に係る
財源見通しが立ち、令和４年度の着実
な開業に向けて寄与した。

○24,598 24,598 39,860

成果
指標

西九州ルートの令和
4年度までの開業29,203 29,203 39,865

1
取組
項目
ⅰ

新幹線・鉄道整備促進
事業 H7-

26,550

新幹線・総合交通対策課

26,550 40,230

国、市町、
鉄道事業
者等

２．平成30年度取組実績（令和元年度新規・補正は参考記載）

事業
番号

取組
項目

事務事業名 事業
期間

事業費　(単位:千円） 事　　業　　概　　要 指標（上段：活動指標、下段：成果指標）

平成30年度事業の成果等

中
核
事
業

うち
一般財源

人件費
(参考)

事業対象
平成30年度事業の実施状況

（令和元年度新規・補正事業は事業内容）
指標 主な目標

達成率

所管課(室)名

事
業
群

　　　　　　　　　　指　標 最終目標（年度） （進捗状況の分析）

土木工事・軌道工事の整備促進

概成
（R2年度まで）

実績値② ― ― ― ― 進捗状況

―

　武雄温泉・長崎間については、対面乗換方式による令和4年度の開
業に向けて、着実に工事が進んでいる。
　一方、新鳥栖・武雄温泉間については、昨年7月、フリーゲージトレ
イン（ＦＧＴ）の導入が断念されたため、与党整備新幹線建設推進プロ
ジェクトチーム「九州新幹線（西九州ルート）検討委員会」（以下、「与
党PT検討委員会」）において、フル規格とミニ新幹線のいずれかを選
択すべく検討が行われていた。
　そのため県としては、西九州ルートの本来の姿である新大阪までの
直通運行を実現し、投資効果・収支改善効果・時間短縮効果が最も
高いフル規格による整備方針の早期決定に向けて、国等に対して継
続的に要望を行った。

事 業 群 名 九州新幹線西九州ルートの整備促進 事業群関係課(室) 新幹線事業対策室

１．計画等概要

（長崎県総合計画チャレンジ2020　本文） （取組項目）

　九州新幹線西九州ルートは、西九州地域の産業振興や交流人口の拡大、離島地域の活性化等につな
がる重要な交通基盤であり、鹿児島ルートとともに一体的に整備することで九州地域の一体的浮揚をも
たらすことから、早期完成・開業を目指します。また、新幹線を軸として、佐世保線等の県内鉄道の輸送
改善に努めます。

ⅰ）西九州ルートの令和4年度までの開業と全線フル規格化の実現
ⅱ）JR佐世保線の輸送改善に向けた取組
ⅲ）西九州ルートの早期完成・開業を目指した整備促進

基 本 戦 略 名 にぎわいと暮らしを支える社会基盤を整備する 事業群主管所属 企画振興部新幹線・総合交通対策課

施 策 名 九州新幹線西九州ルートなどの人流・物流を支える交通ネットワークの確立 課 （ 室 ） 長 名 小川　雅純

2

JR佐世保線高速化整
備事業

（R元
補正）
R元-4

JR九州
　令和４年度の九州新幹線西九州ルート開業に
合わせて、JR佐世保線を高速化するために必要
な地上設備の整備を実施する。

活動
指標

新幹線・総合交通対策課

取組
項目
ⅱ

JR九州との協議回数
（回）

―

成果
指標

西九州ルート開業ま
でのJR佐世保線（博
多～佐世保間）時間
短縮

68,200 0 3,987



数値目標なし 13,275,576 ―

数値目標なし 14,406,675 ―

数値目標なし

数値目標なし ― ―

数値目標なし ― ―

数値目標なし

数値目標なし 98 ―

数値目標なし 99 ―

数値目標なし

数値目標なし ― ―

数値目標なし ― ―

数値目標なし

取組
項目
ⅲ

4
新幹線整備事業費 （H30

終了）
H21-30

43,624

16,019 0 35,874

成果
指標

西九州ルートの令和
4年度までの開業

120,6900

新幹線事業対策室

鉄道・運輸
機構

　九州新幹線西九州ルートの建設に係る、用地取
得業務の委託

活動
指標 用地取得率（％）

●事業の成果
・九州新幹線西九州ルートの建設に寄
与した。

14,406,675 112 27,902

成果
指標

西九州ルートの令和
4年度までの開業26,106,499 67

鉄道・運輸
機構

　九州新幹線西九州ルートの建設に係る、鉄道・
運輸機構に対する負担金

●事業の成果
・九州新幹線西九州ルートの建設に寄
与した。

負担金支出額（千円）

3

新幹線整備事業費負
担金 H19-

13,275,576 78

新幹線事業対策室
27,905

28,161 活動
指標



事業構築の視点

1
取組
項目
ⅰ

―

2
取組
項目
ⅱ

―

3
取組
項目
ⅲ

―

注：「２．平成30年度取組実績」に記載している事業のうち、平成30年度終了事業、100%国庫事業などで県
の裁量の余地がない事業、公共事業評価対象事業、研究事業評価対象事業、指定管理者制度導入施設
評価対象事業については、記載対象外としています。

新幹線・鉄道整備促進
事業 ―

四者協議の状況等を踏まえながら、フル規格の早期実現に向けて、引き続き、佐賀県との協議を進
めるとともに、国等への働きかけを行う。
また、令和4年度の開業とフル規格の実現に向けて、長崎新幹線・鉄道利用促進協議会を通じた各
種広報活動を実施し、県民の気運を高めていく。

現状維持

JR佐世保線高速化整
備事業 R元補正

本事業は令和元年度からの新規事業であり、JR佐世保線の高速化は図るうえで必要な地上設備の
整備を実施するものであり、令和2年度も継続して実施する。

現状維持

新幹線整備事業費負
担金 ― 武雄温泉～長崎間の令和4年度までの開業に向けて、今後も新幹線整備を推進する。 現状維持

３．実績の検証及び解決すべき課題と解決に向けた方向性
ⅰ）西九州ルートの令和4年度までの開業と全線フル規格化の実現

　新鳥栖・武雄温泉間の整備のあり方については、与党PT検討委員会において、フル規格で整備することが適当であるとの基本方針が示されたが、その実現に向けては、ルートや地方負担、並行在来線などの課題
解決が必要となる。今後は、この基本方針で示された国土交通省、佐賀県、長崎県、ＪＲ九州による協議の中で諸課題の検討が進むことが必要であるため、県としては、この四者協議に積極的に参加していくとともに、
佐賀県との協議についても力を注いでいく。

ⅱ）JR佐世保線の輸送改善に向けた取組

　これまでJR佐世保線高速化深度化調査や佐世保線等整備検討委員会等において議論された整備に関する方向性等をもとに、令和4年度の九州新幹線西九州ルートの開業に合わせて、JR佐世保線を高速化するた
めに必要な地上設備の整備を実施していく。

ⅲ）西九州ルートの早期完成・開業を目指した整備促進

武雄温泉～長崎間の早期完成・開業ができるように鉄道・運輸機構や地元市町等と連携して、工事の進捗を図っていく。

４．令和元年度見直し内容及び令和２年度実施に向けた方向性

事業
番号

取組
項目 事務事業名

令和元年度事業の実施にあたり見直した内容 令和２年度事業の実施に向けた方向性

（令和元年度の新たな取組は「R元新規」等と記載、見直しがない場合は「－」と記載） 見直しの方向 見直し区分

【事業構築の視点】

① 視点① 事業群としての成果目標に対し、特に効果が高い事業の見極め、事業の選択と集中ができているか。
② 視点② 指標の進捗状況に応じて、その要因分析及びさらに高い効果を出すための工夫、目標に近づけるための
工夫を検討・実施できているか。

③ 視点③ 人員・予算を最大限効果的に活用するための事務・事業の廃止・見直しができているか。
④ 視点④ 政策間連携により事業効果が高められないか。事業群としてリーダーの明確化、関係課の役割分担・
協力関係の整理ができているか。

⑤ 視点⑤ 県と市町の役割分担・協力関係の整理・認識共有ができているか。
⑥ 視点⑥ 県と民間の役割分担・協力関係の整理・認識共有ができているか。
⑦ 視点⑦ 戦略的に関係者の行動を引き出せているか。
⑧ 視点⑧ 国制度等の最大限の活用が図られているか。国へ政策提案（制度改正要望）する必要はないか。
⑨ 視点⑨ 経済情勢等、環境の変化に対応した効果的・適切な見直しとなっているか。
⑩ その他の視点


